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○会員数（令和２年７月末日現在）男性 424人 女性 178人 合計 602人 

JINZAI 

チエブクローは 
シルバー人材センターの 
マスコットキャラクターです 
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予
算
・
決
算
や
新
役
員
の
選
任
な
ど
を
審
議 

第
40
回
定
時
総
会
が
、
６
月
17
日
（
水
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、
川
島
茂
副
理
事

長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
黒
田
富
明
理

事
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。 

続
い
て
令
和
２
年
度
理
事
長
表
彰
が
行
わ

れ
、
36
人
の
会
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

提
案
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
議
長
団
に
新
分

幸
夫
さ
ん
と
高
橋
静
江
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
報

告
事
項
４
件
、
議
決
事
項
２
件
が
審
議
さ
れ
、

全
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
総
会
の
出
席
者
数
は
25
人
、
委
任
状

提
出
者
数
は
４
３
７
人
、
議
決
権
行
使
書
提
出

者
が
51
人
、
合
計
５
１
３
人
で
、
総
会
員
数
６

０
４
人
の
８
４
．９
％
で
し
た
。 

第
40
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る 

報
告
第
一
号 

令
和
元
（
２
０
１
９)

年
度
収
支
補 

正
予
算
（
第
一
号
～
第
三
号
）
に

つ
い
て 

報
告
第
二
号 
令
和
元
（
２
０
１
９)

年
度
事
業
報 

告
に
つ
い
て 

報
告
第
三
号 

令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

報
告
第
四
号 

令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て 

黒田富明理事長 

議
案
第
一
号 

令
和
元
（
２
０
１
９)

年
度 

決
算
に
つ
い
て 

議
案
第
二
号 

役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 

○
就
任
役
員 

理 

事 
 

 

黒
田 

富
明 

理 

事 
 

 

川
島 

 

茂 

理 

事 
 

 

堀
越 

光
雄 

理 

事 
 

 

八
木 

 

隆 

理 

事 
 

 

長
坂 

充
雄 

理 

事 
 

 

加
藤 

忠
司 

理 

事 
 

 

星
野 

洋
子 

理 

事 
 

 

新
藤 

伴
子 

理 

事 
 

 

中
嶋 

計
二 

理 

事 
 

 

恩
田 

理
一
郎 

理 

事 
 

 

岡
田 

達
典 

監 

事 
 

 

新
井 

洋
一 

監 

事 
 

 

大
澤 

和
子 

 

※
定
時
総
会
終
了
後
、
第
２
回
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
と
お
り
三
役
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

理 

事 

長 
 

黒
田 

富
明 

副
理
事
長 

 

川
島 

 

茂 

常
務
理
事 

 

岡
田 

達
典 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

「
代
理
に
よ
る
議
決
権
行
使
（
委
任
状
）」
ま
た
は
「
書

面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
」
に
よ
り
、
総
会
は
最
小
限

の
出
席
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

報 

告 

事 

項 

 

議 

決 

事 

項 
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山
藤 

晴
男 

 

茂
木 

忠
雄 

堀
越 

光
雄 

 

髙
橋 

清 

清
水 

俊
二 

 

加
藤 

忠
司 

上
武 

行
男 

 

清
水 

保
英 

我
妻 

久
吉 

 

薄
井 

保 

赤
坂 

竹
造 

 

小
澤 

隆 

影
山 

忠
男 

 

仁
木 

宏
司 

大
塚 

千
惠
子 

松
場 

作
二 

麦
倉 

知
平 

 

新
美 

政
夫 

久
保 

恒
治 

 

中
村 

文
雄 

尾
花 

洸 
 

 

齋
藤 

邦
雄 

中
村 

幸
夫 

 

阿
部 

博
吉 

亀
田 

治
夫 

 

山
藤 

文
三 

髙
野 

茂
夫 

 

萩
原 

研
作 

堀
越 

清
司 

 

渡
邊 

冨
男 

早
川 

芳
夫 

 

岡
本 

昭
一 

髙
橋 

宏
治 

 

武
田 

孝 

阿
部 

勝 
 

 

渋
沢 

節
子 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

理
事
長
表
彰
受
賞
者 

（
敬
称
略
） 
●
● 

就
任
の
あ
い
さ
つ 

●
● 

 

  

 

 

 

今
定
時
総
会
時
に
理
事
11
名

及
び
監
事
２
名
の
選
任
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
問
題
に
て
、
過
去
に
類

の
な
い
甚
大
な
負
の
影
響
を
受

け
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
向
後

２
年
間
役
員
と
し
て
、
役
員
一
同

そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。多
難
な
環
境
を
認
識

し
つ
つ
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
な

ど
、
変
革
に
対
応
す
べ
く
鋭
意
努

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

事
務
局
並
び
に
役
員
の
皆
様

の
ご
協
力
ご
指
導
を
頂
き
、無
事

に
３
期
６
年
を
務
め
た
監
事
を
、

第
40
回
定
時
総
会
を
も
ち
ま
し

て
、
退
任
い
た
し
ま
し
た
。 

長
い
様
で
過
ぎ
る
と
短
く
、

色
々
勉
強
に
な
り
、人
生
の
一
ペ

ー
ジ
を
記
す
事
が
出
来
た
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
り
ま

す
女
性
会
員
の
入
会
促
進
に
、微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

結
び
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、退

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

就
任
役
員
を
代
表
し
て
黒
田
理
事
長
か
ら
、
ま
た
、
今
回
の
定
時
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た

大
滝
前
常
務
理
事
と
提
箸
前
監
事
か
ら
、
一
言
ず
つ
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

  

 

 

 

こ
の
度
、
第
40
回
定
時
総
会

に
お
き
ま
し
て
、常
務
理
事
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。在
任
中
は
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

に
よ
り
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て

３
年
間
の
職
務
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
た

な
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
皆
様
の
就
業
に
も
少
な
か
ら

ず
影
響
が
出
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
役
職
員
と
一
丸
と

な
っ
て
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

結
び
に
、
会
員
は
組
織
の
基
盤

で
あ
り
、
安
定
し
た
事
業
運
営
の

根
幹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、会
員
拡

大
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

理事長 

黒田 富明 

前常務理事 

大滝 康裕 

前 監 事 

提箸千代子 

●
● 

退
任
の
あ
い
さ
つ 

●
● 
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理

事

会

の

開

催 

監

事

会

の

開

催 

                             

                             

役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
の
開
催 

（
※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
書
面
表
決
） 

〇
期 

 

日 

令
和
２
年
５
月
７
日 

〇
議
決
事
項
（
２
件
） 

①
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て 

②
役
員
候
補
者
の
選
考
に
つ
い
て 

 
 

   

◎
令
和
２
年
度
監
事
会 

〇
期 

 

日 

令
和
２
年
５
月
12
日 

〇
審
査
内
容
（
３
件
） 

①
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て 

②
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
収
支
決
算
に

つ
い
て 

③
帳
簿
等
審
査
に
つ
い
て 

◎
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
第
３
回
理
事
会 

〇
期 

 

日 

令
和
２
年
１
月
30
日 

 

〇
報
告
事
項
（
９
件
） 

①
理
事
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て 

②
理
事
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て 

③
理
事
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て 

④
理
事
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て 

⑤
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
職
務
執

行
状
況
に
つ
い
て 

⑥
会
員
確
保
及
び
就
業
開
拓
の
現
況
に
つ
い
て 

⑦
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
活
動
状
況
に

つ
い
て 

⑧
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
の
活
動
結
果
に
つ

い
て 

⑨
幸
楽
荘
の
行
事
結
果
に
つ
い
て 

〇
議
決
事
項
（
３
件
） 

①
配
分
金
見
積
り
基
準
額
の
改
定
に
つ
い
て 

②
職
員
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て 

③
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
収
支
補
正
予
算 

（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

 

◎
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
第
４
回
理
事
会 

〇
期 

 

日 

令
和
２
年
３
月
19
日 

〇
報
告
事
項
（
３
件
） 

①
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て 

②
地
域
班
組
織
活
動
の
結
果
に
つ
い
て 

③
幸
楽
荘
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に

つ
い
て 

〇
議
決
事
項
（
５
件
） 

①
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
収
支
補
正
予
算 

（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

②
嘱
託
職
員
及
び
補
助
職
員
の
取
扱
に
関
す
る

要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

③
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

④
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て 

⑤
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

 

◎
令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会 

〇
期 

 

日 

令
和
２
年
５
月
21
日 

〇
報
告
事
項
（
６
件
） 

①
理
事
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て 

②
理
事
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て 

③
理
事
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て 

④
地
域
班
組
織
第
１
回
地
区
長
会
議
の
結
果
に

つ
い
て 

⑤
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て 

⑥
令
和
２
年
度
理
事
長
定
期
表
彰
に
つ
い
て 

〇
議
決
事
項
（
３
件
） 

①
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

②
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
決
算
に
つ
い
て
い
て 

③
第
40
回
定
時
総
会
に
つ
い
て 

 

 

◎
令
和
２
年
度
第
２
回
理
事
会 

〇
期 

 

日 

令
和
２
年
６
月
17
日 

〇
議
決
事
項
（
３
件
） 

①
理
事
長
の
選
定
に
つ
い
て 

②
副
理
事
長
の
選
定
に
つ
い
て 

③
常
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て 
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当センターでは、新型コロナウイルス感染防止のため、就業の休止や日数の減少、就業時間の短

縮等を実施することで、会員・発注者及びその家族の皆様の安全確保に努めてきました。 

そのため、今年度の事業実績は、前年同月比で４月分は 30.6%減、５月分は 47.1%減、６月分は

7.4%減、３か月間の累計で 28.6%、17,100千円余の減となり、大きな痛手となっています。 

また、定時総会や諸会議は、代表者等による最小限の参集者で開催するため、代理人による議

決権行使（委任状）や書面による議決権の行使等で対応し、参加者には、ソーシャルディスタンスの

確保、マスクの着用、消毒の徹底等にご協力いただきました。 

新型コロナウイルスは、気を緩めれば「第２波」「第３波」が起こってしまいます。当センターでは、こ

れから様々な行事を行う予定ですが、今後の状況等を踏まえて、内容を判断していかなければなり

ません。 

そこで、会員の皆様にも、感染症の拡大を防止するため、日頃から次の取組みを実施していただ

くよう、ご協力をお願いいたします。 

１ ３つの密（密閉、密集、密接）の回避 

（1） 他人と十分な距離をとる（人との間隔は、できるだけ２ｍ） 

（2） 窓やドアを開け、こまめに換気をする 

（3） エレベーターや個室では定められた定員を遵守する 

（4） 公共の場所ではマスクを着用し、できるだけ会話を慎む 
 

２ 手洗い・消毒の励行 

手すり、ドアノブ、自販機やエレベーターのボタン等に触れることにより、 

ウイルスが付着する可能性があります。 
 

（1） 帰宅時や調理・食事の前には石鹸で念入りに手を洗う 

（2） 手を洗える環境がないときは消毒をする 

（3） むやみに目や鼻、口などを触らない 

（4） 石鹸で洗い終わったら十分に水で流し、清潔なタオルや 

ペーパータオルでよくふき取り乾かす 
 

３ ３つの咳エチケット 

（1） マスクを着用（口、鼻を覆う） 

（2） ティッシュやハンカチで口、鼻を覆う 

（3） 袖で口、鼻を覆う 

＜ 新型コロナウイルス感染予防の取組み （お願い） ＞ 
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地

域

班

活

動

報

告 
 

◎
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
第
２
回
地
区
長
会
議 

○
期 

 

日 
令
和
２
年
１
月
16
日 

○
会
議
事
項
（
６
件
） 

①
地
区
長
・
班
長
改
選
に
伴
う
手
続
き
に
つ
い
て 

 

②
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て 

 

③
奉
仕
活
動
の
結
果
に
つ
い
て 

 

④
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て 

 

⑤
活
動
費
（
後
期
分
）
に
つ
い
て 

 

⑥
配
付
物
に
つ
い
て 

 ◎
令
和
２
年
度
第
１
回
地
区
長
会
議 

○
期 

 

日 

令
和
２
年
４
月
16
日 

○
会
議
事
項(

６
件) 

 

①
会
員
地
域
班
組
織
に
つ
い
て 

②
令
和
元(

２
０
１
９)

年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

③
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

④
第
40
回
定
時
総
会
に
つ
い
て 

⑤
会
員
親
睦
会
幹
事
の
互
選
等
に
つ
い
て 

⑥
令
和
２
年
度
の
会
費
に
つ
い
て 

⑦
女
性
部
会
設
立
準
備
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

令
和
元(

２
０
１
９)

年
度
の
地
区
懇
談
会
が
、

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
仕
事
を
し
て
い
る
会
員
は
、
全
体
の
何
割
く
ら 

い
な
の
か
。 

◇
会
員
の
就
業
率
は
、
月
に
平
均
６
割
強
、
年
間 

８
割
強
で
あ
る
。 

◆
現
在
病
気
療
養
中
で
あ
る
が
、
回
復
し
次
第
、

仕
事
を
お
願
い
し
た
い
。 

◇
先
ず
は
回
復
に
専
念
し
、
そ
の
後
ご
家
族
を
交 

え
て
話
し
合
い
な
が
ら
、
体
調
に
応
じ
て
再
開

し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

◆
参
加
者
が
少
な
い
の
で
も
っ
と
集
ま
る
方
法

を
考
え
た
い
。 

◆
講
話
の
テ
ー
マ
や
不
参
加
の
理
由
を
無
記
名

で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。 

◆
会
場
が
近
い
方
が
集
ま
り
や
す
い
の
で
、
自
治

会
館
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。 

◆
自
治
会
館
は
有
料
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

◆
班
長
に
も
っ
と
声
が
け
を
お
願
い
し
た
ら
ど

う
か
。 

◇
今
回
は
女
性
会
員
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
あ
る
。
地
域
活
動
を
活
発
に
行
う
に
は
、 

女
性
会
員
の
参
加
が
必
要
で
あ
る
。 

◆
事
業
実
績
と
事
故
等
の
状
況
を
聞
き
た
い
。 

◇
事
業
実
績
は
、
派
遣
契
約
の
実
績
を
加
え
る

と
、
ほ
ぼ
昨
年
同
様
に
推
移
し
て
い
る
。
傷
害

事
故
は
植
木
と
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
就
業

中
に
３
件
発
生
し
て
い
る
。
賠
責
事
故
は
５
件

発
生
し
て
お
り
、
刈
払
い
機
や
植
木
就
業
中
が

多
く
な
っ
て
い
る
。 

南
部 

西
部 

坂
西 

東
部 

山
辺 

中
央 

北
部 

地
区 

2
月
19
日 

2
月
14
日 

2
月
13
日 

2
月
10
日 

2
月
6
日 

2
月
5
日 

2
月
3
日 

開
催
日 

南
幸
楽
荘 

西
幸
楽
荘 

西
幸
楽
荘 

東
幸
楽
荘 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

北
郷
公
民
館 

場 
 

所 

20
人 

31
人 

15
人 

19
人 

16
人 

19
人 

20
人 

参
加
者
数 

 

各
地
区
で
の
講
話
は
、
北
部
・
中
央
・
坂
西
・

南
部
地
区
は
、
健
康
講
話
「
脳
卒
中
・
高
血
圧
予

防
」、
山
辺
地
区
は
、「
歴
史
文
化
基
本
構
想
出
前

説
明
会
」、
東
部
地
区
は
、
健
康
講
話
「
冬
の
ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
健
康
管
理
」
、
西
部
地
区
は
、

「
筋
ト
レ
出
前
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
懇
談
中
に
い
た
だ
い
た
意
見
・
質
問
等

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 ◆…

意
見
・
質
問 
◇…
事
務
局
か
ら
の
回
答 

 ◆
受
注
の
多
い
職
種
は
何
か
。 

◇
植
木
の
手
入
れ
、
除
草
、
刃
物
研
ぎ
、
障
子
・ 

網
戸
の
張
替
え
等
が
多
く
、
特
に
植
木
や
除
草

の
繁
忙
期
は
３
か
月
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
る
。 

 

  
会

議 

 

地

区

懇

談

会 
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◇
坂
西
地
区 

地
区
長 

荒
山 

豊
吉 

班
長 

吉
田 

 

正 

班
長 

中
島 

好
一 

班
長 

秋
田 

幸
夫 

班
長 

植
木 

久
雄 

班
長 

八
木 

 

隆 

班
長 

田
部
田 

昌
三 

 ◇
山
辺
地
区 

地
区
長 

岡
ノ
谷 

重
夫 

班
長 

沖
山 

栄
司 

班
長 
須
藤 

三
男
平 

班
長 

滝
口 

千
尹
洪 

班
長 

中
嶋 
計
二 

班
長 

松
葉 

和
夫 

班
長 

島
田 

昇
一 

班
長 

 

藤
生 

重
行 

 ◇
南
部
地
区 

地
区
長 

出
島 

和
明 

班
長 

石
原 

功
一 

班
長 

木
村 

秀
世 

班
長 

朝
戸 

暎
夫 

班
長 

木
村 

儀
光 

班
長 

秋
山 

敏
行 

班
長 

加
藤 

忠
司 

 

班
長 

茂
木 

好
雄 

◇
北
部
地
区 

地
区
長 

恩
田 

理
一
郎 

班
長 

小
林 

康
男 

班
長 

小
林 

 

匡 

班
長 

藤
塚 

和
子 

班
長 

猪
股 

 

勲 

班
長 

堀
井 

治
雄 

班
長 

茂
木 

忠
雄 

班
長 

萩
原 

研
作 

班
長 

木
村 

泰
郎 

 ◇
中
央
地
区 

地
区
長 

新
井 

洋
一 

班
長 

大
橋 

幸
男 

班
長 

真
下 

 

章 
班
長 

長
島 

政
男 

班
長 
大
久
保 

浩
之 

班
長 
木
下 

 

繁 

班
長 

永
倉 
恒
久 

班
長 

布
川 
眞
理 

班
長 

森 
 

藤
好 

班
長 

若
林 

悦
子 

班
長 

須
永 

壽
郎 

班
長 

石
田 

洋
子 

◎
委
員
の
紹
介
（
任
期 

令
和
２
年
６
月
18
日 

～
令
和
４
年
３
月
31
日
）  

①
委
員
長 

 

長
坂 

充
雄 

（
新
任
） 

②
副
委
員
長 

小
泉 

清
司 

（
新
任
） 

③
委
員 

 
 

新
藤 

伴
子 

（
新
任
） 

④
委
員 

 
 

岡
田 

達
典 

（
新
任
） 

⑤
委
員 

 
 

石
川 

勝
司 

（
新
任
） 

⑥
委
員 

 
 

佐
々
木 

光
雄
（
再
任
） 

⑦
委
員 

 
 

萩
原 

順
一 

（
再
任
） 

⑧
委
員 

 
 

池
田 

親
治 

（
再
任
） 

⑨
委
員 

 
 

須
藤 

三
男
平
（
再
任
） 

⑩
委
員 

 
 

関
根 

具
子 

（
新
任
） 

⑪
委
員 

 
 

水
沼 

正
子 

（
新
任
） 

⑫
委
員 

 
 

長
張 

己
代 

（
再
任
） 

⑬
委
員 

 
 

小
久
保 

俊
夫
（
再
任
） 

⑭
委
員 

 
 

森
戸 

茂 
 

（
再
任
） 

⑮
委
員 

 
 

仁
木 

宏
司 

（
再
任
） 

⑯
委
員 

 
 

島
田 

昇
一 

（
再
任
） 

⑰
委
員 

 
 

長
島 

章
博 

（
再
任
・
事
務
局
） 

⑱
委
員 

 
 

岡
村 

康
弘 

（
再
任
・
事
務
局
） 

 
地
区
長
・
班
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
次
の
方
々
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

任
期
は
、
令
和
２
年
４
月
か

ら
２
年
間
で
す
。 

 

◇
東
部
地
区 

地
区
長 

田
部
田 

正
雄 

班
長 

天
貝 

洋
二 

班
長 

源
田 

勲
雄 

班
長 

大
川 

一
夫 

班
長 

久
保 

恒
治 

班
長 

茂
木 

 

清 

班
長 

清
水 

歳
男 

班
長 

片
山 

知
司 

班
長 

尾
崎 

咸
俊 

 ◇
西
部
地
区 

地
区
長 

上
野 

弘
益 

班
長 

三
田 

彰
作 

班
長 

萩
原 

順
一 

班
長 

相
場 

衛
一 

班
長 

須
永 

修
司 

班
長 

田
中 

好
二 

班
長 

池
田 

親
治 

班
長 

河
田 

幸
夫 

班
長 

松
本 

初
雄 

班
長 

中
村 

悦
郎 

 

地
域
班
役
員
の
改
選 

安
全
・
適
正
就
業
推
進 

委
員
会
だ
よ
り 
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◎
巡
回
指
導 

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
十
分
な
感

染
予
防
対
策
を
講
じ
て
、
限
定
委
員
等
に
よ
る
短

時
間
の
巡
回
指
導
を
行
い
ま
す
。 

○
期 

 

間 

７
月
～
３
月 

○
場 

 

所 

会
員
就
業
先 

巡回指導（昨年度の様子） 

◎
接
遇
マ
ナ
ー 

○
期 

 

日 

令
和
２
年
２
月
25
日 

○
内 

 

容 

不
適
切
な
態
度
や
言
葉
遣
い
に
よ
る 

ト
ラ
ブ
ル
防
止 

○
場 

 

所 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

○
受
講
者
数 

31
人 

○
講 

 

師 

柏
木 

聖
子 

氏 

（
Ｔ
Ｂ
Ｃ
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
） 

 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
会
員

の
就
業
先
を
巡
回
し
、
現
場
の
整
理
整
頓
、
安
全

保
護
具
着
用
の
徹
底
、
健
康
管
理
、
交
通
事
故
の

防
止
及
び
熱
中
症
予
防
対
策
な
ど
、
委
員
に
よ
る

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
重
篤
事
故
に
つ

な
が
り
や
す
い
庭
木
の
剪
定
作
業
や
除
草
作
業
の

現
場
を
丹
念
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。 

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
は
、
延
34
箇
所
を

巡
回
し
、
67
人
の
就
業
会
員
の
指
導
点
検
に
当
た

り
ま
し
た
。 

◎
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 

「
い
つ
ま
で
も 

働
く
喜
び 

無
事
故
か
ら
」 

○
期 

 

間 
７
月
１
日
～
31
日 

○
啓 

発 

物 

①
ポ
ス
タ
ー
掲
示 

②
全
会
員
及
び
継
続
業
務
発
注
先 

チ
ラ
シ
配
付 

◎
職
種
別
従
事
会
員
打
合
せ 

◆
除
草
作
業 

○
期 

 

日 

令
和
２
年
３
月
24
日 

○
参
加
人
員 

24
人 

◆
庭
木
の
剪
定
作
業 

○
期 

 

日 

令
和
２
年
３
月
25
日 

○
参
加
人
員 

９
人 

 

会

議

等 

 

研

修 

 

今 

後 

の 

予 

定 

 

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間 

 

 

巡

回

指

導 
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職
群
班
組
織
【
班
長
紹
介
】 

 

●
障
子
・
網
戸
張
替
班 

 
         

 
 

石
川 

勝
司
（
新
任
） 

●
刃
物
研
ぎ
班 

 
          

 

佐
々
木
光
雄
（
再
任
） 

●
多
目
的
広
場
管
理
業
務
班 

 
 
 
 
 

 
  

萩
原 

順
一
（
再
任
） 

●
ア
ピ
タ
カ
ー
ト
整
理
業
務
班 

 
   

 
 
 
 

池
田 

親
治
（
再
任
） 

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
管
理
業
務
班 

 
   

 
 
 

 

須
藤
三
男
平
（
再
任
） 

●
観
光
駐
車
場
管
理
業
務
班 

 
   

 
 
 
 

小
泉 

清
司
（
再
任
） 

●
筑
波
小
児
童
ク
ラ
ブ
班 

 
   

 
 
 
 

関
根 

具
子
（
新
任
） 

●
三
重
小
児
童
ク
ラ
ブ
班 

 
   

 
 
 
 

水
沼 

正
子
（
新
任
） 

●
南
小
児
童
ク
ラ
ブ
班 

 
   

 
 
 
 

長
張 

己
代
（
再
任
） 

●
足
利
学
校
清
掃
管
理
業
務
班 

 
   

 
 
 
 

小
久
保
俊
夫
（
再
任
） 

●
け
や
き
小
児
童
ク
ラ
ブ
班 

 
   

 
 
 
 

森
戸 

 

茂
（
再
任
） 

●
三
重
小
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
班 

 
   

 
 
 
 

仁
木 

宏
司
（
再
任
） 

●
さ
い
こ
う
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管
理
業
務
班 

 
 
 
 
 
 
 

島
田 

昇
一
（
再
任
） 

 

熱
中
症
は
、
炎
天
下
の
屋
外
の
ほ
か
、
高
温
多

湿
の
屋
内
で
も
汗
を
か
い
て
水
分
や
塩
分
が
過
度

に
失
わ
れ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
頭
痛
・
吐
き

気
・
め
ま
い
・
け
い
れ
ん
等
を
引
き
起
こ
し
、
ひ

ど
い
場
合
は
、
意
識
を
失
い
死
亡
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
熱
中
症
の
予
防
に
は
、
次
の
こ
と
が

有
効
で
す
。 

 

◎
室
内
で
は
・
・
・ 

 

〇
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節 

 

〇
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を
利
用 

〇
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認 

 

毎
年
実
施
し
て
い
る
12
月
中
旬
の
「
交
通
安
全

研
修
」
及
び
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
の

「
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
「
密
閉
・
密
集
・

密
接
」
の
３
つ
の
密
を
回
避
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
開
催
は
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
ご
理
解
を
賜

り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎
外
出
時
に
は
・
・
・ 

〇
日
傘
や
帽
子
の
着
用 

〇
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩 

〇
天
気
の
良
い
日
は
、
日
中
の
外
出
を
で
き
る

だ
け
控
え
る 

◎
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る 

〇
室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
渇
き
を

感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
な

ど
を
補
給
す
る 

◎
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら 

〇
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通
し
の

良
い
日
陰
な
ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る 

〇
衣
服
を
ゆ
る
め
、
特
に
首
の
回
り
、
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
体
を
冷
や
す 

〇
水
分
・
塩
分
な
ど
を
補
給
す
る 

 ※
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場
合
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う 

医
師
の
診
断
に
よ
り
「
熱
中
症
」
と
診
断
さ

れ
た
場
合
に
、
見
舞
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 （
労
働
者
派
遣
及
び
職
業
紹
介
に
よ
る
就
業
中

の
場
合
を
除
き
ま
す
。） 

「熱
中
症
見
舞
金
制
度
」に 

加
入
し
ま
し
た 

※任期：令和２年４月１日～令和４年３月３１日 

 

活 

動 

の 

中 

止 

 

熱 

中 

症 

対 

策 
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当センターは、足利市から、 

市内４カ所にある老人福祉センターの 

（東・西・南・北の各幸楽荘） 

指定管理者として指定されています。 

巡回指導（昨年度の様子） 

 東西南北幸楽荘におきましては、新型コロ

ナウイルス感染防止のため、３月１日から３

カ月間全館休館しておりましたが、６月１日

にお風呂、同月 19日に一部のサークル活動、

７月 10 日に残りのサークル活動と段階的に

再開を進めているところです。 

 消毒や三密の回避など、まだまだ制限も多

く、元のように快適に過ごしていただくには

もう少し時間がかかりますが、ご協力の程よ

ろしくお願いいたします。 

 

コンサートや演芸大会等広間にたくさん

のお客様をお迎えするようなイベントは、ま

だ開催を控えざるを得ません。毎年恒例の幸

楽荘まつりも、どのような形で開催するか、

できる事・できない事を見定め、現在検討中

です。 

山
辺
地
区
（
２
人
） 

大
塚 

和
輔 

 
 

堀
込
町 

浅
見 

公
子 

 
 

田
中
町 

 

南
部
地
区
（
５
人
） 

山
畑 

一
巳 

 
 

福
居
町 

橋
本 

俊
夫 

 
 

荒
金
町 

田
辺 

義
春 

 
 

島
田
町 

天
野 

智 
 

 
 

上
渋
垂
町 

進
藤 

隆
一 

 
 

野
田
町 

 

北
部
地
区
（
３
人
） 

岩
崎 

功 
 
 
 

月
谷
町 

阿
由
葉 

栄
二 

 

大
月
町 

大
美
賀 
実 

 
 

名
草
上
町 

 

中
央
地
区
（
10
人
） 

菅
谷 

安
江 

 
 

通
四
丁
目 

新
井 

貴
代
美 

 
通
五
丁
目 

村
田 

晃 
 
 
 

緑
町
二
丁
目 

田
部
井 

一
郎 

 

本
城
一
丁
目 

簑
輪 

徹
男 

 
 

本
城
一
丁
目 

阿
部 

勝
江 

 
 

有
楽
町 

栗
原 

保
夫 

 
 

伊
勢
町
一
丁
目 

長
濱 

富
美
枝 

 

伊
勢
町
一
丁
目 

中
山 

俊
彦 

 
 

助
戸
三
丁
目 

鈴
木 

誠 
 
 
 

富
士
見
町 

新
し
い
仲
間 

 各種イベントは・・・  コロナ禍の中で・・・ 

幸 楽 だ り 荘 よ 

 新しい生活様式が提唱され、方法が示されは

しても、実際の生活の中でどのように活かすの

かは、一人ひとりが自分で考え行動することが

大切です。幸楽荘でも感染防止対策を継続して

いきますが、スタッフ、利用者共に今何が必要

なのか見失うことなく、協力し合ってコロナ禍

を乗り切りましょう。 

会
員
募
集
中
で
す
!! 

お
知
り
合
い
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
!! 

令
和
２
年
１
月
か
ら
７
月
ま
で
に
、
次

の
37
人
の
方
が
入
会
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

東
部
地
区
（
８
人
） 

田
代 

亨
司 

 
 

川
崎
町 

内
山 

英
二 

 
 

大
久
保
町 

川
田 

千
代 

 
 

大
沼
田
町 

鋤
柄 

兼
一 

 
 

大
沼
田
町 

矢
島 

敏
雄 

 
 

毛
野
新
町
三
丁
目 

奈
良
原 

修
二 

 

山
川
町 

堀
越 

晧
司 

 
 

宮
北
町 

島
田 

英
生 

 
 

寺
岡
町 

 

西
部
地
区
（
５
人
） 

西
巻 

哲
男 

 
 

五
十
部
町 

蓼
沼 

輝
子 

 
 

大
前
町 

吉
田 

恵
子 

 
 

大
前
町 

小
池 

力
三 

 
 

山
下
町 

中
島 

俊
男 
 
 

鹿
島
町 

 

坂
西
地
区
（
４
人
） 

中
山 

和
夫 

 
 

松
田
町 

倉
澤 

美
津
雄 

 

葉
鹿
町 

岡
田 

秀
夫 

 
 

葉
鹿
町
一
丁
目 

久
保
田 

吉
近 

 

小
俣
町 



（11）第 74号     あしかがじんざい 

 

 
 女

性
部
会
設
立
準
備
委
員
会
発
足
！ 

 

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
特
に
男
女
の
割
合
で
は
、
女
性

は
全
会
員
の
30
％
と
少
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

全
国
的
に
、
活
発
的
な
活
動
を
し
て
い
る

セ
ン
タ
ー
は
、
女
性
会
員
が
多
く
活
躍
し
て

い
る
よ
う
で
す
。 

そ
こ
で
、
女
性
会
員
数
を
増
や
す
こ
と
に

よ
り
、
会
員
全
体
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
女
性
会
員
の
活

動
や
活
躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
、
女
性
部
会

設
立
に
向
け
て
、
準
備
委
員
会
が
発
足
い
た

し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
も
、
女
性
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
＆
パ
ワ
ー
を
生
か
し
、
も
っ
と
も
っ

と
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
♪ 

あ
な
た
も
お
友
達
を
誘
っ
て
、
何
か
面
白

い
こ
と
を
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

皆
さ
ん
の
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

新型コロナに負けるな！  

自分で作ったり、、、ご家族が作ってくれたり、、、 

会員の皆さんの自慢のマスクをご紹介します♪ 

＜三重小児童クラブの皆さん＞ 

柳澤会員 箕輪会員 仁木会員 堀井会員 津久井会員 

須藤会員 水沼会員 大沢会員 山田会員 杉田会員 提箸会員 

＜筑波小児童クラブの皆さん＞ 

河内会員  関根会員  三田会員  中村会員 

黒沢会員 髙瀬会員 山口会員 和泉会員 

＜けやき小児童クラブの皆さん＞ 

吉田会員 川島会員 森戸会員 小島会員 藤塚会員 

秋田会員   岡田会員 

坂本会員     堀越会員      仁木会員 

川田会員     堀井会員     高橋会員 

若林会員 
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事務局からのお願い あ  

と  

が  

き 
 

◇
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
報
「
じ
ん
ざ
い
」
第
74
号
を
お
届
け

し
ま
す
。 

 

◇
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
や
、
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
の
被
害

が
出
る
な
ど
、
大
変
な
出
来
事
ば
か
り
で

す
が
、
今
号
か
ら
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
に
な

っ
た
会
報
「
じ
ん
ざ
い
」
の
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
気
持
ち
も
明
る
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

配
分
金
支
給
日
に
つ
い
て 

 

令
和
２
年
９
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
分
ま
で
の
配
分
金
支
給
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

配分金支給日  
 

19月分  10月 13日 

10月分  11月 13日 

11月分  12月 14日 

12月分  11月 15日 

11月分  12月 1５日 

12月分  13月 15日 

13月分  14月 13日 

配
分
金
明
細
書
は
半
年
ご
と
（
１
月
～
６
月
分
、
７
月
～
12
月

分
）
に
送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
窓
口
で
は
い
つ
で
も
お
渡
し
で
き

ま
す
。 

会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

 

令
和
２
年
度
分
の
会
費
を
納
め
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
事
務

局
ま
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。 

ご自宅のパソコンやスマートフォンで毎月の配分

金明細書やセンターからのお知らせなどを閲覧する

ことができるサービスです。 

インターネットに接続できる環境があれば、無料

でご利用いただけます。 

手続きは簡単です！ぜひ、センターホームページ

からお申し込みください。 
 
https://www.sjc.ne.jp/ashikaga/index.htm 

ご利用ください‼ 

スマイル トゥ スマイル 

転居等により、住所や電話番号が

変更になった場合は、速やかに事務

局までご連絡ください。 

また、緊急連絡先が 

変更になった場合も 

ご連絡をお願いいた 

します。 

事務局からのお願い 


